
地方独立行政法人埼玉県立病院機構本部事務所移転業務仕様書 

 

この仕様書は作業の概要を示すものであり、現場の状況に応じて本仕様書に記載されてい

ない事項についても誠意を持って対応すること。 

 

１ 件名 

地方独立行政法人埼玉県立病院機構本部事務所移転業務 

 

２ 履行期間 

契約日から令和５年３月３０日（木） 

※移転日は令和５年３月１８日（土）を予定 

 

３ 履行場所 

（１）搬出場所 

埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目１３番３号 

埼玉県衛生会館（３階、地下１階） 

（２）搬入場所 

埼玉県北足立郡伊奈町小室８１８番地 

埼玉県立がんセンター研究棟（６階） 

 

４ 業務内容 

（１）搬出場所、搬入場所の養生 

（２）物品等の移動 

ア 移動対象物品の搬出入 

イ 移動業務遂行に伴う現場管理及び終了後の清掃 

ウ 作業終了後の確認及び検査確認の立会い 

エ 養生資材及び備品ラベル、書類等梱包用段ボール等の提供 

オ 使用後に不用となった養生資材、梱包資材等の廃棄処分 

（３）その他関連業務 

 

５ 移動対象物品 

別紙「対象物品一覧表」のとおり 

 

６ 作業に際しての注意事項 

（１）移動対象物品について、前記３の搬入場所へ移動するものとする。 

（２）対象物品一覧表と現品が一致しない場合は、現品を優先する。また、移動場所の担当

職員より、物品の設置場所等について詳細な指示（図面の提示等を含む）がある場合、

移動作業従事者は当該指示に従うものとする。 

（３）発注者は、什器内の物品を移動作業前に空にし、受注者が運搬しやすいよう準備する。

ただし、移動作業従事者が什器内に書類や物品等を発見した場合は、速やかに担当職員

へ連絡し、協議の上対応するものとする。 

（４）棚・ロッカー等について、耐震固定金具により床、壁面、物品同士で固定されているも

のは、搬出時に取り外すこと。 

（５）物品の移動に際しては、各々の特性や規格等に応じて最も適した方法で移動作業を行

うとともに、物品の破損、紛失等及び施設の破損、汚損に十分注意し、必要な梱包・養生

を行うこと。 

（６）物品移動作業完了後、物品及び施設等の損傷、汚れ等の有無について、担当職員の確

認を得ること。なお、損傷や汚れ等が認められる場合は、担当職員の指示に基づき、受

注者が原状回復を図ること。 

（７）搬出場所の上下階の移動は、階段を利用すること。（エレベータ設備なし） 

（８）搬入場所の上下階の移動は、エレベータ（１機）を利用することは可能。 



 

７ 作業中の遵守事項 

（１）受注者は、移動作業従事者に制服、名札、腕章などを着用させることにより、当該従事

者であることを発注者が認識できるようにすること。 

（２）物品移動作業に直接関係のない場所には、立ち入らないこと。 

（３）敷地内は禁煙とし、防火には特段の注意を払うこと。 

 

８ 安全確保義務 

受注者は、物品移動作業の実施に当たり、関係法令を遵守し安全作業に努めるとともに、

移動作業従事者のほか来院者及び職員、その他関係者の安全確保及び事故の絶無に万全を

期すこと。 

 

９ 補償 

物品移動作業中に、受注者の責めに帰すべき事由により以下の人身事故、物損事故、物

件の破損・遺失・盗難等の事故が発生した場合は、直ちに担当職員へ報告してその指示に

従うとともに、受注者の責任において、その損害を補償すること。 

（１）職員、第三者その他関係者及び受注者の作業従事者の人身事故 

（２）作業車両等による全ての人身事故 

（３）敷地内の縁石、植栽、建物、構造物とそれに付随する設備に対する物損事故 

（４）移動物品に対する事故 

（５）その他本業務の履行における受注者の責めに帰すべき事由に基づく事故 

 

１０ 秘密の保持 

受注者は、本業務の実施に当たり、業務遂行上知り得た事項を第三者に漏えいしてはな

らない。業務完了後も同様とする。 

 

１１ 個人情報の保護 

受注者は、この契約による業務を履行するため個人情報を取り扱う場合は、別記「個人

情報取扱特記事項」を遵守しなければならない。 

 

１２ 完了報告書及び請求書の提出 

（１）受注者は、本業務の完了後、完了報告書を発注者に提出し、発注者の検査を受けるも

のとする。 

（２）発注者の検査合格後、受注者は速やかに発注者へ請求書を提出するものとする。 

 

１３ その他 

（１）本業務の実施に当たり、本仕様書に記載のない事項又は疑義が生じた場合は、速やか

に担当職員と協議を行い、作業を実施すること。 

（２）作業予定日は、別業者が移動対象物品以外の搬出作業を実施する場合がある。 

 


